
令和元(2019)年 5 月 13 日 

県 土 整 備 部 交 通 政 策 課 

 

ゴールデンウィーク期間の日光地域における渋滞対策の結果について 

 

１．二社一寺周辺【主体：日光市、国交省日光砂防事務所、栃木県、県道路公社】 

（１）対策内容 

１）概  要：公共施設の駐車場や敷地を臨時駐車場（約 500 台）として無料開放し、

国道 119 号を迂回するルートで臨時駐車場へ誘導 

２）期  間：４月 28 日～５月５日（８日間）10 時～18 時 

３）開設箇所：日光小学校、日光砂防事務所、日光土木事務所、大谷川河川敷 

 

 （２）結果 

１）利用実績：総駐車台数 6,609 台 

最大駐車日５月３日 駐車台数 1,289 台 

※ 利用者から「渋滞に巻き込まれず良かった」等の声をいただいた 

２）交通状況：①迂回ルートでは渋滞はなく、今市 IC から臨時駐車場までの所要時間 

は約 20 分 

②国道 119 号は神橋を先頭に今市方面へ最大約 2.5km の渋滞が発生し 

たものの、昨年の最大約 5.0km に比べ半減した 

東武日光駅から神橋まで(約 1.5km)の通過時間は最大 2 時間 30 分要した 

 

２．いろは坂及び清滝地区【実施主体：栃木県】 

 （１）対策内容 

１）概  要：①いろは坂の明智平バスベイの設置（明智平バス停） 

②清滝地区の交通容量拡大 

（清滝ＩＣ交差点～清滝体育館入口交差点（約 800m）） 

 （２）結果 

１）交通状況：①設置前はバス停車時に後続車が渋滞していたが、バスベイを新設した

ことにより渋滞は解消された 

           ※ バス運行者と歩行者から「安全に安心して通行できる」等の声をいただいた 

          ②交通容量の拡大により渋滞は発生しなかった 

（参考） 

【臨時駐車場の利用台数及び国道 119 号の渋滞長】 

 

 

 

 

【GW 期間中の日光宇都宮道路（日光 IC）の交通量】 

 H31･R1（2019）合計 79,078 台、日平均 7,908 台  ※ 4 月 27 日から 5 月 6 日の 10 日間 

H30  （2018）合計 67,910 台、日平均 7,546 台  ※ 4 月 28 日から 5 月 6 日の ９日間 

日時 天気 駐車台数 渋滞長 日時 天気 駐車台数 渋滞長

4月28日 晴 476台 約1.8km 5月2日 晴 1,191台 約2.5km

4月29日 曇 786台 約2.0km 5月3日 晴/曇 1,289台 約2.5km

4月30日 雨 435台 約1.8km 5月4日 曇 1,027台 約2.5km

5月1日 雨 918台 約2.5km 5月5日 晴 487台 約1.5km


